
　明治30年（1897）６月、横須賀掛塚往還（延長３里34丁道巾12尺）が出来ました。しか

し、豊浜から松原に至る広い田んぼの中を通るこの道路は、夜ともなると灯り一つ見え

ないまっ暗闇の心細い道路でした。西ヶ崎で傘屋をしていた竹田又吉は、豊浜と松原の

中間にあたる西ヶ崎に灯明台の建設をしようと浅羽五ケ村の人々に呼びかけました。や

がて、往還の北側で明之宮神社の西側のたんぼの中に土を高く盛り上げて高台を造り、

その上に４本の木の柱を組んで４メートルの高さのところに石油ランプを取り付けまし

た。この灯りをつけたり消したりすることは、西ヶ崎の人でやりました。これで暗い夜道

も人々は安心して通行できるようになって村人たちは感謝しました。この灯明台は明治

36年（1903）に完成し、記念して協力者の氏名を刻み、郷土の文人で政治家の足立孫六

（号湛水）に記念の句をいただくとともに揮毫を得てこの石碑をつくりました。明治の中

頃まで曲がりくねった細い道ばかりでした。車もなく、ただ人が歩き、荷物は天秤棒で担

ぐか、背中に背負うよりほかになかったのです。今のような電気はなく夜道はまっ暗でし

た。西ヶ崎灯明台は、背の高さくらいの杭に六角のガラスの中に小さな火がついて、歩く

人の目印になっていました。松原の方からも、豊浜の方からも、あれが西ヶ崎だと遠くか

ら見えていたのです。灯明台は、その後、大風で飛ばされて10年くらいしか続かなかっ

たそうですが、又吉をしのぶ石碑は今も明之宮神社の境内に建っています。
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